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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月31日(2016.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化性組成物であって、
　第１の溶解度パラメータを有する非晶質ペルオキシド硬化性フルオロポリマーであって
、前記硬化性組成物の重量に対して６０重量パーセント～９７．５重量パーセント存在す
る非晶質ペルオキシド硬化性フルオロポリマーと、
　第２の溶解度パラメータを有する溶媒であって、前記硬化性組成物の重量に対して１重
量パーセント～３９重量パーセント存在する溶媒と、
　ペルオキシドと、を含み、
　前記第１の溶解度パラメータから前記第２の溶解度パラメータを引いた絶対値が、８．
２（ＭＰａ）１／２以下である、硬化性組成物。
【請求項２】
　前記第１の溶解度パラメータから前記第２の溶解度パラメータを引いた絶対値が、４．
１（ＭＰａ）１／２以下である、請求項１に記載の硬化性組成物。
【請求項３】
　前記非晶質ペルオキシド硬化性フルオロポリマーが、前記硬化性組成物の重量に対して
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６０重量パーセント以上８０重量パーセント未満の範囲で存在する、請求項１又は２に記
載の硬化性組成物。
【請求項４】
　前記非晶質ペルオキシド硬化性フルオロポリマーが、前記硬化性組成物の重量に対して
８０重量パーセント超９７．５重量パーセント以下の範囲で存在する、請求項１又は２に
記載の硬化性組成物。
【請求項５】
　架橋剤を更に含み、前記架橋剤が、トリ（メチル）アリルイソシアヌレート、トリアリ
ルイソシアヌレート、トリ（メチル）アリルシアヌレート、ポリ－トリアリルイソシアヌ
レート、キシリレン－ビス（ジアリルイソシアヌレート）、Ｎ，Ｎ’－ｍ－フェニレンビ
スマレイミド、フタル酸ジアリル、トリス（ジアリルアミン）－ｓ－トリアジン、亜リン
酸トリアリル、１，２－ポリブタジエン、エチレングリコールジアクリレート、ジエチレ
ングリコールジアクリレート、又はＣＨ２＝ＣＨ－Ｒｆ１－ＣＨ＝ＣＨ２（式中、Ｒｆ１

は、１～８個の炭素原子を有するペルフルオロアルキレンである）である、請求項１～４
のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
【請求項６】
　２５℃で１００ポアズ～２４，０００ポアズの範囲の粘度を有する、請求項１～５のい
ずれか一項に記載の硬化性組成物。
【請求項７】
　前記ペルオキシドが、アシルペルオキシドである、請求項１～６のいずれか一項に記載
の硬化性組成物。
【請求項８】
　前記溶媒が、３０℃～２００℃の範囲の沸点を有する、請求項１～７のいずれか一項に
記載の硬化性組成物。
【請求項９】
　前記溶媒が、アセトン、２－ブタノン、４－メチル－２－ペンタノン、シクロヘキサノ
ン、ギ酸メチル、ギ酸エチル、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸ｔｅｒｔ
－ブチル、又は炭酸ジメチルのうちの少なくとも１つを含む、請求項１～８のいずれか一
項に記載の硬化性組成物。
【請求項１０】
　硬化フルオロエラストマーを作製する方法であって、
　請求項１～９のいずれか一項に記載の硬化性組成物を準備することと、
　硬化温度で前記硬化性組成物を加熱して、硬化フルオロエラストマーを作製することと
、を含む、方法。


	header
	written-amendment

